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学位論文要旨 
 
Molecular analysis of regulatory network of leaf senescence involving the phytohormone strigolactone 
（ストリゴラクトンを介した葉老化制御ネットワークの解析） 




















突然変異体 max2-4、At d14-1 の葉を暗黒処理したところ、野生型が黄変する処理 7 日目でもこれらの
突然変異体は緑色を保ち、光合成能の低下も見られなかった。これらの突然変異体に暗黒処理と同時に
























することで葉老化を正に制御すると考えられた。また、エチレン非感受性突然変異体 ein3-1 eil1-1 を暗
黒処理したところ、野生型の葉が完全に黄変する処理 7 日目でも緑色を保ち MAX3 および MAX4 の発
現誘導は抑制されていた。このことはストリゴラクトン合成がエチレンにより制御されていることを示



















依存的な葉老化促進作用増強の 2 段階から成り立つと考えられる。このような 2 段階の制御は、傷害応
答などにより一過的にエチレンが合成された時に不必要な葉老化が生じることを防ぎ、適切に葉老化を
制御する機構であるのかもしれない。さらに、植物が様々な環境下で葉老化を統合的に制御するネット
ワークとして senescence signalingが働いている可能性が考えられた。 
